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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第57期

第１四半期累計期間
第58期

第１四半期累計期間
第57期

会計期間
自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日

自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日

自  平成24年３月１日
至  平成25年２月28日

売上高 (千円) 1,835,094 1,693,368 6,846,408

経常利益 (千円) 137,079 69,815 120,784

四半期(当期)純利益 (千円) 132,260 64,385 22,345

資本金 (千円) 2,572,092 2,572,092 2,572,092

発行済株式総数 (株) 25,728,716 25,728,716 25,728,716

純資産額 (千円) 9,210,146 9,200,687 9,138,936

総資産額 (千円) 12,661,393 12,515,629 12,590,532

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 5.15 2.51 0.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 72.7 73.5 72.6

(注) １．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社東天紅(E04784)

四半期報告書

 2/14



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　
（1） 経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新政権による景気対策への期待感から円安や株価上昇

が進行したものの、その後は乱高下するなど、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

こうした状況のもとで、当社は、セールスの徹底による宴会売上の強化に努めてまいりました。

法人顧客への計画的セールスと共に、景気に左右されない官公庁・各種団体、業績好調な業種や企業の

新規開拓を図りました。

次に、婚礼ブランド「ＬＵＣＩＳ（ルーキス）」「Coeur et Coeur（クーレクール）」「LA VIE

CLAIR（ラ ヴィ クレール）」に加え、顔合わせ、食事会、二次会等の婚礼関連宴席の受注強化に注力いた

しました。

また、お客様にご好評をいただいております『ふかひれフェア』を本年も実施し、集客力の強化を図り

ました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は、前年同四半期比7.7％減の16億9,336万円、営業利益は

前年同四半期比47.2％減の7,565万円、経常利益は前年同四半期比49.1％減の6,981万円、四半期純利益は

前年同四半期比51.3％減の6,438万円となりました。

新「上野店」の建設につきましては、平成25年秋の着工、平成27年初めの竣工を目指し、平成25年６月、

建設予定地の諸施設解体工事に着手いたしました。

　
（2） 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ7,490万円減少いたしました。

これは主に、現金及び預金が四半期純利益の計上となったものの、借入金の返済による支出等により

7,055万円減少したことにより流動資産が3,397万円減少、固定資産は有形固定資産の償却並びに差入保

証金の返還等により4,092万円減少したことなどによります。

負債は、前事業年度末に比べ１億3,665万円減少いたしました。

これは主に、借入金が返済により１億6,530万円減少したことなどによります。

純資産は、前事業年度末に比べ6,175万円増加いたしました。

これは主に、四半期純利益6,438万円を計上したことなどによります。
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（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　
（４） 研究開発活動

該当事項はありません。

　
（５） 経営成績に重要な影響を与える要因及び今後の方針について

当第１四半期累計期間において、当社の経営者の問題認識と今後の方針に重要な変更及び新たに生じ

たものはありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,728,71625,728,716
東京証券取引所市場

第一部
単元株式数1,000株

計 25,728,71625,728,716― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

記載事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

記載事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

記載事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年３月１日～
平成25年５月31日

― 25,728,716 ― 2,572,092 ― 6,561,688

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ことから、直前の基準日(平成25年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　　36,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　25,609,000 25,609 ―

単元未満株式 普通株式　　　83,716 ― ―

発行済株式総数 25,728,716 ― ―

総株主の議決権 ― 25,609 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社東天紅
東京都台東区池之端１丁
目４番33号

36,000 ― 36,000 0.14

計 ― 36,000 ― 36,000 0.14

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成25年３月１日から

平成25年５月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年３月１日から平成25年５月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　0.55％

売上高基準　　　2.84％

利益基準　　　　2.86％

利益剰余金基準　3.35％
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 700,445 629,888

売掛金 228,222 271,292

商品及び製品 7,790 10,133

原材料及び貯蔵品 75,571 78,858

その他 112,592 100,469

貸倒引当金 △300 △300

流動資産合計 1,124,322 1,090,342

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,298,154 1,272,231

土地 8,000,415 8,000,415

その他（純額） 191,837 189,560

有形固定資産合計 9,490,408 9,462,207

無形固定資産 10,904 7,331

投資その他の資産

差入保証金 1,701,418 1,695,913

投資有価証券 135,032 131,114

その他 129,046 129,319

貸倒引当金 △600 △600

投資その他の資産合計 1,964,897 1,955,747

固定資産合計 11,466,209 11,425,286

資産合計 12,590,532 12,515,629

負債の部

流動負債

買掛金 130,264 135,659

短期借入金 1,160,575 1,056,200

リース債務 11,269 11,269

未払法人税等 38,508 13,100

賞与引当金 66,200 111,000

その他 353,218 352,948

流動負債合計 1,760,035 1,680,178

固定負債

長期借入金 546,425 485,500

リース債務 23,989 21,172

繰延税金負債 18,946 17,547

再評価に係る繰延税金負債 351,284 351,284

退職給付引当金 495,519 503,864

資産除去債務 40,200 40,200

長期未払金 140,194 140,194

その他 75,000 75,000

固定負債合計 1,691,559 1,634,763

負債合計 3,451,595 3,314,941
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期会計期間
(平成25年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,572,092 2,572,092

資本剰余金 6,561,688 6,561,688

利益剰余金 735,796 800,181

自己株式 △8,498 △8,613

株主資本合計 9,861,078 9,925,348

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 34,263 31,743

土地再評価差額金 △756,405 △756,405

評価・換算差額等合計 △722,141 △724,661

純資産合計 9,138,936 9,200,687

負債純資産合計 12,590,532 12,515,629
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

売上高 1,835,094 1,693,368

売上原価 811,075 740,986

売上総利益 1,024,018 952,382

販売費及び一般管理費 880,657 876,722

営業利益 143,361 75,659

営業外収益

受取利息 0 0

未回収商品券受入益 410 563

受取保険料 1,151 1,285

その他 1,418 718

営業外収益合計 2,980 2,567

営業外費用

支払利息 8,808 7,839

その他 455 571

営業外費用合計 9,263 8,411

経常利益 137,079 69,815

特別損失

固定資産除却損 1,785 99

特別損失合計 1,785 99

税引前四半期純利益 135,293 69,715

法人税、住民税及び事業税 3,033 5,330

法人税等調整額 － －

法人税等合計 3,033 5,330

四半期純利益 132,260 64,385
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。
　

　
前第１四半期累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日)

減価償却費 45,004千円 41,310千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、料理・飲食物の加工調理提供を主要業務とする飲食店のほか付随的に外販・不動産賃貸等を

営んでおりますが、飲食店としての事業がほとんどを占めており実質的に単一セグメントのため、記載を

省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5.15円 2.51円

　　(算定上の基礎) 　 　

　　四半期純利益金額(千円) 132,260 64,385

　　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 132,260 64,385

　　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　　普通株式の期中平均株式数(千株) 25,692 25,692

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社東天紅(E04784)

四半期報告書

13/14



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年７月11日

株式会社東天紅

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　笛　木　忠　男　　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　高　尾　英　明　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社東天紅の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの第58期事業年度の第１四半期会計期間(平成25

年３月１日から平成25年５月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年３月１日から平成25年５月31日ま
で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビュー
を行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東天紅の平成25年５月31日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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